
民

　生

民

　生

危
機
管
理

危
機
管
理

財
　政

財
　政

税
　務

税
　務

農
林
水
産

農
林
水
産

企
　画

企
　画

2月28日第439回　市議会定例会第439回　市議会定例会

議 会３ 月

施　政　方　針施　政　方　針

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

環
　境

環
　境

商
工
観
光

商
工
観
光

福

　祉

福

　祉

建
　設

建
　設

都
市
整
備

都
市
整
備

消
　防

消
　防

教
　育

教
　育

上
下
水
道

上
下
水
道

　
営
農
は
、
双
日
土
佐
農
人
株
式

会
社
が
令
和
４
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
を
約

７
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
し
、
大
規

模
な
産
地
化
に
向
け
て
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。
能
間
工
区
で
計
画

し
て
い
る
園
芸
ハ
ウ
ス
団
地
は
、

株
式
会
社
は
ぐ
み
農
園
が
１
・
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
次
世
代
型
ハ
ウ
ス

を
建
設
し
て
お
り
、
７
月
か
ら

ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。ま
た
、
株
式
会
社
下
村
青

果
商
会
も
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
次

世
代
型
ハ
ウ
ス
の
建
設
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
の
簡
易
給
水
施
設

は
、
令
和
７
年
度
に
奈
路
地
区
飲

料
水
供
給
施
設
の
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

上
水

　
有
収
率
向
上
や
地
震
対
策
は
、

中
部
水
源
地
か
ら
中
部
配
水
池
ま

で
の
送
水
管
や
、
稲
生
水
源
地
か

ら
南
部
配
水
池
ま
で
の
送
水
管
の

耐
震
化
工
事
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
き
ま
す
。
十
市
地
区
に
残
る
石

綿
管
の
布
設
替
え
工
事
は
、
管
口

径
を
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
し
て
、

早
期
の
完
了
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

学
校
教
育

　
教
育
委
員
会
は
、「
か
が
や
く
明

日
へ
の
人
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

に
、
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
を
両

輪
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
学
校
教
育
は
、
令
和
６
年
度
に

引
き
続
き
、
ゆ
る
や
か
な
学
期
ス

タ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
教
育
的

効
果
の
向
上
と
学
校
の
働
き
方
改

革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
一
人
一

台
端
末
の
再
整
備
や
、
香
長
中
学

校
の
受
変
電
設
備
の
更
新
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習

　
公
民
館
関
係
は
、
稲
生
公
民
館

の
非
構
造
部
材
耐
震
化
を
実
施
す

る
ほ
か
、
10
月
に
は
県
下
の
公
民

館
関
係
者
が
集
ま
り
事
例
発
表
を

行
う
高
知
県
公
民
館
研
究
大
会
を

み
あ
ー
れ
で
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　
新
図
書
館
整
備
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
新
図
書
館
本
体
の
建
設
工

事
に
着
手
し
て
お
り
、
令
和
７
年

度
中
の
竣
工
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
令
和
８
年
度
春
の
開
館
に
向

け
て
蔵
書
の
移
転
な
ど
の
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

都
市
計
画

　
Ｊ
Ｒ
後
免
駅
の
駅
前
広
場
整
備

事
業
は
、
令
和
６
年
12
月
に
全
て

の
用
地
買
収
が
完
了
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
実
施
設
計
業
務
を

実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
駅
前
広
場
に
隣
接
す
る

駅
前
緩
衝
緑
地
公
園
な
ど
の
再
整

備
事
業
と
市
道
後
免
１
号
線（
や

な
せ
た
か
し
ロ
ー
ド
）
の
高
質
空

間
整
備
事
業
は
、
令
和
７
年
度
に

設
計
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

住
宅

　
住
宅
施
策
関
係
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
対
策
の
各
種
助
成
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
建
築
物
の
耐
震

化
を
中
心
に
普
及
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
は
、
適
正
管
理
の

指
導
を
継
続
し
て
普
及
啓
発
に
努

め
、
不
動
産
事
業
者
な
ど
と
の
連

携
を
強
化
し
、
処
分
を
含
め
た
利

活
用
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
観
光
は
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ

ん
ぱ
ん
」の
放
送
を
控
え
、
物
部
川

エ
リ
ア
で
の
観
光
博
覧
会「
も
の

べ
す
と
」の
開
催
な
ど
、
好
機
を
生

か
す
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
海
洋
堂
ス
ペ
ー
ス
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
な
ん
こ
く
は
、
令
和
３
年
３

月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
昨
年
12
月
末

ま
で
に
約
26
万
７
千
人
が
来
館
し

ま
し
た
。今
後
も
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

施
設
へ
の
来
館
者
が
周
辺
地
域
を

周
遊
す
る
取
組
を
、
引
き
続
き
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
市
道
の
整
備
は
、
主
要
な
道
路

８
路
線
の
新
設
、
の
り
面
対
策
と

舗
装
改
良
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
市
内
一
円
約
８
０
０
橋
の
定

期
点
検
、
修
繕
設
計
や
修
繕
工
事

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
農
道
・
水
路
の
改
修
は
、
農
林

事
業
分
担
金
制
度
に
よ
り
各
地
区

の
施
設
整
備
な
ど
を
継
続
的
に
実

施
し
ま
す
。ま
た
、老
朽
化
し
た
水

路
や
農
道
の
補
修
や
取
水
ゲ
ー
ト

な
ど
の
機
械
施
設
等
の
修
繕
を
順

次
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
中
の
、
救
急
出
動
件

数
は
３
１
８
５
件
、
搬
送
者
数
は

２
９
５
０
人
と
、前
年
に
比
べ
、件

数
で
31
件
、
搬
送
者
数
で
26
人
の

増
で
し
た
。
１
月
に
更
新
が
完
了

し
た
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
、
複
数
事
案
へ
の
対
応

力
強
化
と
迅
速
な
出
動
体
制
の
構

築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、
傷

病
者
情
報
の
正
確
か
つ
早
期
の
把

握
に
よ
り
、
救
急
活
動
の
迅
速
化・

円
滑
化
を
図
る
た
め
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
活
用
し
た
マ
イ
ナ
救
急
の

実
証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
消
防
団
は
、
実
際
の
住
宅
火
災

を
想
定
し
た
研
修
や
、
輪
島
市
の

大
規
模
火
災
を
教
訓
と
し
た
中
継

放
水
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
う
救

急
件
数
の
増
加
や
大
規
模
災
害
へ

の
対
応
力
強
化
、
消
防
サ
ー
ビ
ス

の
効
率
化
と
充
実
を
図
る
目
的

で
、
県
と
し
て
の
望
ま
し
い
考
え

の
試
案
と
し
て
、「
高
知
県
消
防
広

域
化
基
本
構
想（
骨
子
案
）」
が
示

さ
れ
て
お
り
、
今
後
、「
消
防
広
域

化
基
本
計
画
あ
り
方
検
討
会
」
で

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　　
施
設
整
備
は
、
要
望
が
あ
っ
た

明
見
保
育
所
の
駐
車
場
を
整
備
す

る
た
め
、
園
舎
西
側
に
用
地
を
取

得
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
に
着

工
す
る
計
画
で
、
令
和
８
年
秋
頃

の
利
用
開
始
に
向
け
、
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
動
物
愛
護
関
係
は
、
過
剰
な
猫

の
繁
殖
や
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

増
加
を
抑
え
、
や
む
を
得
ず
殺
処

分
さ
れ
る
猫
を
な
く
す
こ
と
を
目

的
と
し
、
市
単
独
で
不
妊
手
術
に

対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
の
申
請
匹
数
は

１
月
末
現
在
で
１
８
４
匹
で
、
今

後
も
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

継
続
し
て
補
助
事
業
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
障
害
福
祉
関
係
は
、
原
油
価
格

や
物
価
高
騰
に
よ
り
電
気
、
ガ
ス
、

燃
料
費
な
ど
の
負
担
が
増
大
し
て

い
る
事
業
者
を
支
援
す
る「
物
価

高
騰
に
関
す
る
給
付
金
」を
、
令
和

７
年
度
も
市
内
の
計
画
相
談
支
援

事
業
所
を
対
象
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　
移
住
促
進
は
、
高
知
県
人
口
減

少
対
策
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

県
外
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
移
住

へ
の
支
援
補
助
金
の
交
付
と
大
学

や
高
校
の
新
規
卒
業
生
が
就
職
を

機
に
市
内
に
居
住
す
る
際
の
民
間

賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
補
助
す
る
こ

と
で
、若
者
の
定
着・
増
加
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
推
進
は
、
推
進
計
画
に

沿
っ
て
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、人
材

育
成
な
ど
の
業
務
改
革
を
重
点
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末

で
も
情
報
を
探
し
や
す
い
デ
ザ
イ

ン
に
一
新
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
税
収
は
、
令
和

６
年
度
に
実
施
さ
れ
た
定
額
減
税

の
終
了
も
あ
り
、
前
年
度
比
４
億

５
１
２
３
万
９
千
円
の
増
と
な
る

63
億
６
０
９
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。内
訳
は
、
定
額
減
税
が
終

了
し
た
個
人
市
民
税
が
３
億
５
２

８
３
万
６
千
円
の
大
幅
な
増
収
、

固
定
資
産
税
は
９
２
５
６
万
７
千

円
の
増
収
で
、
鉱
産
税
の
50
万
円

減
収
を
除
く
全
て
の
税
目
で
増
収

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
防
災・減
災
対
策
は
、Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、災
害
対
応
シ
ス
テ
ム
、高
速
衛

星
通
信
機
器
の
導
入
や
災
害
対
策

用
ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
の
育
成
を
図

り
、
災
害
対
策
本
部
機
能
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま

え
、避
難
所
の
空
調
機
器
、プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ル
ー
ム
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
、Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
整
備
、
ト
イ
レ

カ
ー
の
導
入
な
ど
、
避
難
所
の
生

活
環
境
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、人
件
費
、図
書
館
関
係
の
都
市

再
生
整
備
事
業
費
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、

総
額
で
前
年
度
比
約
15
億
６
０
０

０
万
円
増
の
約
２
５
８
億
４
０
０

０
万
円
で
す
。
市
債
の
発
行
見
込

み
額
は
、
市
単
独
事
業
の
減
も
あ

り
、
前
年
度
比
約
４
億
４
６
４
０

万
円
減
の
約
18
億
９
５
０
０
万
円

と
な
り
、
一
般
財
源
総
額
は
前
年

度
比
約
７
億
２
９
０
０
万
円
の
増

で
す
。

　
令
和
７
年
５
月
26
日
以
降
、
戸

籍
の
記
載
事
項
に
氏
名
の
振
り
仮

名
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
本
市
を
本

籍
地
と
す
る
方
へ
戸
籍
に
記
載
さ

れ
る
予
定
の
振
り
仮
名
の
通
知
を

発
送
し
、
変
更
な
ど
に
伴
う
届
出

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
関
係
は
、
原
油
価
格
や

物
価
高
騰
に
よ
り
電
気
、ガ
ス
、燃

料
費
な
ど
の
負
担
が
増
大
し
て
い

る
事
業
者
を
支
援
す
る「
物
価
高

騰
に
関
す
る
給
付
金
」を
、
令
和
７

年
度
も
市
内
の
介
護
事
業
所
を
対

象
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
介
護

保
険
事
業
計
画
は
、
令
和
８
年
度

に
か
け
て
第
10
期
計
画
を
策
定
す

る
た
め
、令
和
７
年
度
は
、計
画
の

基
礎
資
料
と
な
る
市
民
ニ
ー
ズ
を

調
査
す
る
予
定
で
す
。

　
保
健
関
係
は
、
現
行
の
第
３
期

健
康
増
進
計
画
が
令
和
７
年
度
末

で
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、
次
期

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
母
子
保
健
関
係
は
、
高
知
県
人

口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
を
活
用

し
、
一
般
不
妊
治
療
費
の
助
成
の

年
度
上
限
を
２
万
円
か
ら
３
万
円

に
、
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
の

１
回
あ
た
り
の
上
限
を
10
万
円
か

ら
20
万
円
に
引
き
上
げ
、
子
ど
も

を
生
み
育
て
た
い
方
の
後
押
し
と

な
る
取
組
を
進
め
ま
す
。
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